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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・山田　吉夫　様～本日14：00からデイナイトケア見学予定。

・7/31(火)17:10～17:30、8/1(水)11:10～11:30　看護グループ内研修『クリニカルパス』を予定。出欠入力は7/30(月)まで。

・8/6(月)、8/10(金)17:30～18:30第３回院内研修『危険予知トレーニング』を予定。出欠入力は8/3(金)まで。

・8/7(火)法人納涼会開催予定。会費1000円を7/27（金）までに幹事へ提出。

・7/26（木）日帰り研修旅行(いわてこどもの森)を予定。
＜利用者様情報＞

・巴　　勇樹　様～本日、複数の他利用者様に煙草を要求していることがある。要求された側も、嫌がること無く差し出してしまうため、双方に介入を要している。また、昨日の就床前薬を飲み忘れ、２時に服用して再入眠し、４時４０分頃起床したと話されている。｢具合の悪いところは無い｣とのことだが、本日の診察にて、主治医に報告するよう促している。

・平　　康子　様～昼食後薬を家に忘れたとのことで、来所後また家に薬を取りに戻られている。

・板橋　利美　様～夜、暑くて着替えをしたが、その後極端に寒くなり、ストーブを２時間焚いて寝た、しかし寒くて仕方が無かった、身体がおかしい、と訪問したスタッフに訴えていたと、青明者スタッフより情報提供あり。デイケア利用中は不調の訴え無く、体調を尋ねても「具合は悪くない」と話されている。引き続き、不調の訴えの有無等、確認していく。
＜疾患別診療計画書検討＞

・佐藤　ミツ子　様（65）主病名：精神遅滞

入院歴・治療歴
1 H12.11～H13.5　青南病院　入院

2 H13.5.31～　　　青風荘　入所

3 H13.6.4～　　　デイナイトケア利用
利用目的

・対人関係の改善(孤立化の予防)

・病識をつける(被害関係妄想)
長期目標

通所利用を続け、病状の安定を図る

中期目標

プログラム内での質問内容や会話の内容を理解し、受け答えが出来るようになる

短期目標

落ち着いてゆっくり話をする

治療計画

1 表情に焦りや緊張感が見られた際は、相手のペースに合わせて発言していく

2 質問内容や会話内容が適切か観察し、適切であれば評価し、適切でない発言には理解した発言が出来るよう説明する。

現　状

· 理解力が低いため、繰り返し説明が必要であり、行動も遅い。

· 些細なことで拗ねてしまい、ロッカーに引きこもってしまう。声がけがないと｢居なくて良いんだ｣と拗ねてこもる。

· 集団の中で過ごせない(行事を拒否)。

· 青風荘では物作り(調理等)に参加できている。

· 特定他者への干渉あり。

· シーツ交換が苦手だが、洗濯は声かけで行なえている。

· 気持ちに余裕の無い様子がよく見られる。

· 作業では色塗り、編み物を希望し、他への関心は極端に薄い。

· 褒めることで取り組みを続けることができる

· 青風荘の忘年会行事では、単独で童謡を歌いたがる

· 興奮すると、スタッフ2～3人で対応が必要(暴れる)

検討結果

目標と計画に、それぞれ対人関係および病状に関する内容を盛り込んでいく。

＜青風荘スタッフより＞

入浴は、女性：下町様、倉石様、小野寺様の3人1グループ、男性：高島様、小向様、馬渡様の3人1グループを対象に、青風荘スタッフが介助に入ります。時折、スタッフの到着を待たずに、倉石様が単独で入浴に向かわれることがあり危険ですので、青風荘スタッフが来るまでは青陽館スタッフが付き添うようにして、事故(転倒)防止にご協力ください。

＜外来情報＞

本多　富美　様～飲酒はしておらず、変わりなく過ごしているとのこと。

大久保　康弘様～幻聴が一時的に大きくなる事はあるが、特に大きな変化は無く、処方薬変更も無い。

八木橋　牧雄様～1週間は断酒継続していたとのこと。夜間の睡眠も取れている。

清水頭　翼　様～定期の注射(ハロマンス(50))を行なっている。

高柳　和子　様～デイケア利用日の調整について主治医に相談、正式にデイケアを辞めるのではなく、疲れたら休む形で、今後も通所利用を続けることにしている。

板橋　利美　様～下痢症状は落ち着いているとのことで、下痢止めが中止となり、整腸剤(ミヤＢＭ)が処方となっている。

其田　淑子　様～先週に引き続き、風邪薬が処方となっている。

袴田　淑子　様～青陽館から外来受診へ出向く際、姿が見当たらずスタッフが捜索することがある。主治医に尋ねられると「まだ行きたくなくて隠れていました」と話されている。

